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１．学会の総括

学会名：Optical Fiber Communication Conference 
and Exposition and the National Fiber Optic  
Engineer Conference

期間：２０１３年3月17日～２１日
場所：Anaheim Convention Center, CA, USA
主催：IEEE Communication Society, IEEE Photonics 主催：IEEE Communication Society, IEEE Photonics 

Society, and Optical Society of Americaの3 団体
参加者数：～１２，０００人（昨年比1,000人）



１．１ ＯＦＣ／ＮＦＯＥＣ２０１３のイベントの総括



（革新的なファイバ技術デバイス）

１．２ 光デバイス関連の論文カテゴリー

（多重化デバイス、変調器、シリコンフォトニクス）

（シリコンフォトニクス、ＬＤ／ＰＤ，変調器、集積化）



１．３ 国別発表件数および出展社数
出展社数発表件数



２．学会のホットトピックス

デジタルコヒーレント
伝送方式

シリコンフォトニクス

（１）光信号の位相を高精度に制御できるので
多値変復調が可能

（３）受信端で一括分散補償が可能

（２）デジタル信号処理により偏波多重分離が可能

（１）成熟した産業インフラＳｉ ＣＭＯＳプロセスラ
インが使用可能

（３）小さいー＞大規模集積可能

（２）電子回路と集積可能

SDN:Sofware
Defined Network

（３）小さいー＞大規模集積可能
（４）超小型デバイス（高ΔＮ）
（５）超低消費電力（アクティブ領域が短い）

Ｓｔａｎｆｏｒｄからオープンフローに関する基調講演

従来のルータ機器の役目：転送経路計算、フ
レーム転送処理、機器間のプロトコル制御の３つ

オープンフロー：１台のオープンフローコントローラと転送処理用複数のオー
プンフロースイッチの２つに分業させ、フローテーブルを介してコントローラと
スイッチ間でプロトコル制御が行われる。スイッチは転送に専念、コントローラ
のプログラミングで瞬時にネットワークの変更ができる。



ＴＥのパワーと位相

ＴＭのパワーと位相

トータルパワー

ＴＥ／ＴＭの位相差

デジタルコヒーレント受信部

DSP

・歪等価
・光周波数
オフセット補償

・搬送波
位相推定

・識別判定回路



３．ＯＦＣに見る材料別光デバイス

9シリコンフォトニクスは”building block”が揃った！！



３．１ シリコン：光源



３．２ シリコン：変調器・受光器



３．３ シリコン：集積回路・Ｒｘ／Ｔｘ



３．４ シリコン：パッシブ



３．５ ＩｎＰ系



３．６ シリカ系



４．マルチコア（ＳＤＭ）関連デバイス



５．まとめ

ご清聴ありがとうございました。



６．付録

１～３３：シリコンフォトニクス（抜粋）

４３～５０：ＩｎＰ系（抜粋）

５１～５５：シリカ系（抜粋）５１～５５：シリカ系（抜粋）
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